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【研究成果】
Ｔｉを基材とする合金は、低密度、高機械強度、高温耐酸化性、耐腐食性、耐摩耗性等の多岐にわたる物性を有していることから様々な用途で商品化されている。現在商品化されているＴｉ合金はTNM (Ti43.5Al4Nb2Mo0.1B)、4822(Ti48Al2Cr2Mo)、Ti6Al4Vが知られているが、これらの材料系を軸としてハイエントロピー合金を作製することで、それぞれの特性の協奏や新たなるファンクションを得る事を目的とした。
ＢＣＣ相ハイエントロピー合金を得るために、Ti-Al-V-Nb-Ta-Cr-MoのＴｉプラス6種の金属で構成される合金を以下の方法にて作製した。添加する6種の金属のうち1つだけ除いた合金を併せて合成することで、各金属がどのような性能に関与しているか調査を行った。
作製したハイエントロピー合金は以下の通りである。
・	特定の重量比を混合した出発合金をアークメルトにて融解、インゴットを作製した
・	作製したインゴットを切り出し一部高温処理することで、as-castおよび高温処理品とした
　HEAを得るため、いわゆる単相を得るための条件を追求したところ、Nbの含有量が非常に重要である事が分かった。Nb-freeのTi-Al-V- Ta-Cr-Mo合金においてBCC単相を得ることが出来た。

【今後の展望】
　合成した種々サンプルの物性を調査して、HEAの特異な特性を有するかどうか確認する。

【具体的な成果】
該当なし
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